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発行者 

有松一郎 
☎５３２－３４７２ 

お
こ
な
っ
て
お
り
、
現
在
毎
月
三
・

四
件
の
利
用
が
あ
る
。
子
ど
も
の

受
け
入
れ
先
は
森
の
木
で
、
そ
の

間
本
園
の
子
ど
も
達
と
共
に
過
ご

す
。
普
段
は
身
近
に
接
す
る
機
会

が
少
な
い
異
年
齢
の
子
ど
も
達
と

生
活
を
共
に
し
て
密
に
関
わ
る
こ

と
で
、
不
安
な
気
持
ち
を
紛
ら
わ

す
こ
と
が
出
来
、
社
会
性
を
よ
り

広
げ
る
事
が
期
待
で
き
る
。
こ
の

間
の
子
ど
も
の
様
子
を
保
護
者
に

し
っ
か
り
と
伝
え
る
た
め
に
写
真

を
添
え
た
「
お
便
り
帳
」
を
作
成

し
、
お
迎
え
の
際
に
渡
し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
利
用
者
の
方
に

安
心
感
と
信
頼
感
を
与
え
、
大
変

好
評
で
あ
る
。 

平
成
二
十

八
年
四
月
十

五
日
、
平
岩

純
子
大
分
県

議
会
議
員
、

松
下
清
高
大

分
市
議
会
議

員
を
は
じ
め

大
分
県
、
児

童
相
談
所
、

大
分
市
、
県

下
の
児
童
家

庭
支
援
セ
ン

さ
ら
に
森
の
木
は
、
大
分
県
社

会
福
祉
法
人
社
会
貢
献
活
動
推

進
協
議
会
に
加
入
し
「
お
お
い
た

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ

て
い
る
。
生
計
困
難
者
（
家
庭
）

へ
の
物
資
援
助
と
共
に
生
活
立
て

直
し
の
相
談
支
援
が
主
な
事
業
内

ショートステイ 

受け入れの様子 

○
職
員 

《
退
職
》 

佐
藤
正
俊
（
別
）・
奥
田
勝
也
（
森
） 

中
野
千
鶴
子
（
滝
）・
佐
藤
和
子
（
明
） 

《
解
兼
務
》 

後
藤
哲
臣
（
事
務
局
専
任
） 

《
昇
任
》 

〈
園
長
〉 

関
谷
眞
佐
子
（
う
） 

阿
南
奈
緒
美
（
明
） 

〈
主
任
〉 

児
玉
真
美
（
滝
か
ら
明
） 

平
安
恭
子
（
う
） 

野
々
下
智
春
（
滝
） 

《
転
任
》 

安
東
一
夫
（
う
か
ら
別
） 

中
野
秀
子
（
滝
か
ら
別
） 

佐
藤
恵
美
（
明
か
ら
森
） 

津
守
克
彦
（
森
か
ら
別
） 

原
口
直
美
（
森
か
ら
滝
） 

横
山
智
美
（
う
か
ら
滝
） 

筒
井
裕
子
（
滝
か
ら
明
） 

山
本
陽
子
（
別
か
ら
う
） 

野
尻
寿
理
（
明
か
ら
滝
） 

《
新
採
用
》 

甲
斐
直
穂
（
う
） 

後
藤
美
佳
（
清
） 

安
藤
さ
お
り
・
矢
野
智
美
・
長
谷
川
誉

安
部
夏
希
・
北
江
加
奈
子
（
森
） 

藤
崎
千
春
・
江
藤
夏
織
・
佐
藤
綾
乃
橋

本
帆
乃
美
・
細
井
愛
可
（
滝
） 

甲
斐
絢
女
・
武
田
彩
由
里
・
髙
木
玲
香

中
磨
美
月
（
明
） 

平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
が
三
月
四

日
（
金
）、
本
部
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。大
久
保
委
員
長
挨
拶

の
後
、事
務
局
お
よ
び
各
施
設
の
現

状
と
苦
情
や
要
望
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

等
の
状
況
が
報
告
さ
れ
協
議
が
行

わ
れ
た
。 

ど
の
施
設
も
リ
ス
ク
管
理
委
員

会
で
各
事
案
を
シ
ェ
ル
分
析
し
全

職
員
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で

怪
我
等
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。さ
ら

に
、
怪
我
や
事
故
等
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
事
案
を
職

員
で
情
報
共
有
す
る
よ
う
に
し
た

こ
と
も
減
少
傾
向
の
一
因
で
も
あ

る
と
の
分
析
も
さ
れ
た
。第
三
者
委

員
か
ら
は
、「
地
域
と
の
連
携
が
で

き
て
い
る
。
全
般
的
に
リ
ス
ク
管

理
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る

取
組
が
向
上
し
て
い
る
。
一
方
、
職

員
に
加
重
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

な
配
慮
も
必
要
で
あ
り
、メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ

た
め
の
取
組
も
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
服
薬
に
つ
い
て
は
他
の
事
業

所
、病
院
等
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
る
と
良
い
。」
等

が
指
摘
さ
れ
た
。 

プレイルーム 

技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
児
童
相
談
所
か
ら

の
委
託
を
受
け
た
児
童
及
び
そ
の

家
庭
へ
の
支
援
、
そ
の
他
の
援
助

を
総
合
的
に
行
う
。
又
、
市
町
村

の
求
め
に
応
じ
、
技
術
的
な
助
言

そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

「
ゆ
ず
り
は
」
で
は
、
子
育
て
家

庭
や
子
ど
も
の
悩
み
・
困
り
に
対

し
、
児
童
養
護
施
設
森
の
木
の
現

場
で
培
っ
た
経
験
値
と
専
門
的
見

地
か
ら
解
決
を
目
指
し
、
当
事
者

の
方
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
。
①
相
談
は

無
料
②
秘
密
は
厳
守
③
二
四
時

間
三
六
五
日
の
電
話
対
応
と
三
つ

の
柱
を
掲
げ
、
相
談
者
へ
の
き
め

細
か
い
対
応
を
心
が
け
て
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
大
分
市
を
は
じ
め
佐
伯

市
、
臼
杵
市
か
ら
委
託
を
受
け
、

子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
シ
ョ
ー

ト
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）
を

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日

（
金
）臨
時
理
事
会 

う
え
の
園
・

清
明
あ
け
ぼ
の
学
園
大
規
模
修
繕

工
事
に
つ
い
て
、
設
計
業
者
と
の

随
意
契
約
及
び
入
札
参
加
業
者
十

三
者
承
認
。 

三
月
十
五
日
（
火
）
理
事
会
・

評
議
員
会 

役
員
報
酬
等
に
関
す

る
規
定
の
整
備
他
。
定
款
、
経
理

規
定
、
職
員
就
業
規
則
、
給
与
規

則
、
大
分
県
福
祉
会
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
制
度
、
公
印
規
則
改
正
。

平
成
二
十
八
年
度
経
営
方
針
及
び

事
業
計
画
並
び
に
平
成
二
十
八
年

度
予
算
に
つ
い
て
審
議
承
認
。 

三
月
二
十
二
日
（
火
）
臨
時
理

事
会 

う
え
の
園
・
清
明
あ
け
ぼ

の
学
園
大
規
模
修
繕
工
事
の
入
札

予
定
価
格
に
つ
い
て
審
議
決
定
。 

三
月
二
十
五
日
（
金
）
臨
時
理

事
会 

う
え
の
園
・
清
明
あ
け
ぼ

の
学
園
大
規
模
修
繕
工
事
の
入
札

結
果
と
柴
田
建
設
株
式
会
社
と
の

契
約
締
結
承
認
。 

三
月
二
十
八
日
（
月
）
持
ち
回

り
理
事
会 

別
府
厚
生
館
第
四
次

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
各
理
事
監

事
へ
持
ち
回
り
の
結
果
承
認
。 

人 

事 

○
役
員 

（
任
期 

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
～
） 

《
理
事
》 

有
松
一
郎
・
後
藤
哲
臣
・
佐
藤
光
一
郎

有
松
崇
・
山
本
芳
直
・
川
野
義
人 

《
監
事
》 

此
本
卓
彌
・
秀
嶋
良
昭
（
新
） 

退
任 

大
久
保
修
身 

○
評
議
員 

（
任
期 

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
～ 

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
） 

有
松
一
郎
・
後
藤
哲
臣
・
佐
藤
光
一
郎

有
松
崇
・
山
本
芳
直
・
川
野
義
人 

中
野
通
孝
・
有
松
マ
ス
子
・
秦
ハ
ツ
ネ

釘
宮
和
代
・
安
東
一
夫 

関
谷
眞
佐
子
（
新
）・
阿
南
奈
緒
美
（
新
） 

退
任 

宮
添
忠
三
・
佐
藤
正
俊 

五
月
二
十
五
日
（
水
）
理
事
会
で

は
、
は
じ
め
に
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
を
任
期
と
す
る

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し

た
後
、
中
断
。
評
議
員
会
で
は
、 

平
成
二
十
七
年
度
本
部
及
び
施
設

決
算
・
監
査
報
告
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
実
施
規
定
、
滝
尾
保
育

園
用
地
購
入
に
係
る
資
金
の
借

入
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議

承
認
。
再
開
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、

前
記
の
議
案
に
加
え
、
会
長
選
任

が
議
案
と
さ
れ
、
有
松
一
郎
氏
を

会
長
に
再
任
。 

六
月
二
十
四
日
（
金
）
臨
時
理

事
会 

滝
尾
保
育
園
改
築
工
事
設

計
監
理
契
約
、
独
立
行
政
法
人
福

祉
医
療
機
構
よ
り
の
借
入
、
滝
尾

保
育
園
改
築
工
事
入
札
指
名
業
者

に
つ
い
て
審
議
承
認
。 

タ
ー
関
係
者
出
席
の
下
、
法
人
本

部
三
階
会
議
室
に
て
児
童
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ず
り
は
」
の

開
所
式
が
行
わ
れ
た
。
「
ゆ
ず
り

は
」
は
児
童
養
護
施
設
森
の
木
が

新
事
業
と
し
て
開
設
し
た
相
談

支
援
機
関
で
あ
る
。
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
は
児
童
福
祉
法
で

制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
、
「
児
童

に
関
わ
る
家
庭
そ
の
他
か
ら
の
相

談
の
う
ち
、
専
門
的
な
知
識
及
び

内
容
で
あ
る
。
三
ヶ
月
間
の
見
守

り
を
通
し
て
、
社
会
保
障
制
度
の

狭
間
で
生
活
に
困
難
を
き
た
し
苦

し
ん
で
い
る
方
に
、
社
会
福
祉
法

人
の
持
つ
専
門
的
な
知
識
・
技
術

を
生
か
し
、
地
域
で
の
訪
問
・
相

談
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

今
回
児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
ず
り
は
」
を
開
設
す
る

に
あ
た
り
、「
相
談
支
援
事
業
所
う

え
の
園
」
と
併
設
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
じ
フ
ロ
ア
で
業
務
に

あ
た
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
専
門

性
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え

る
相
談
に
連
携
し
て
関
わ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

幅
広
い
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
が

出
来
、
ご
利
用
者
様
本
位
の
サ
ー

ビ
ス
を
今
ま
で
以
上
に
き
め
細
か

く
提
供
で
き
る
。 

地
域
に
根
ざ
し
、
皆
様
に
愛
さ

れ
る
施
設
と
な
れ
る
よ
う
、
精
進

し
て
い
き
た
い
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
大
分
県
福
祉
会
に
対
し
ま

し
て
、
多
大
な
ご
協
力
・
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
今
私
ど
も
社
会
福
祉

法
人
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
の
高
ま

り
や
、
社
会
的
要
請
は
大
き
く
、

そ
し
て
対
応
す
べ
き
事
象
の
複
雑

化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

利
用
児
者
の
幸
福
の
追
求
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

一
部
と
し
て
の
機
能
充
実
に
対
し

て
、
更
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
し
て

現
状
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
、
自
ら
新
し

い
福
祉
を
開
拓
し
、

信
頼
と
負
託
に
応
え
る
こ
と
こ
そ

が
、
我
々
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

「利
用
児
者
の
心
か
ら
の
笑
顔
の
た
め
に
」 

社
会
福
祉
法
人 

大
分
県
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 
 

会
長 

 
 

有
松 

一
郎 

そ
こ
で
昨
年
度
、
本
会
に
お
き

ま
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
新
た
な
期

待
や
要
請
に
対
応
す
べ
く
、
役
職

員
の
人
間
力
向
上
を
目
的
と
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
自
己
実
現
を
目
標

に
、
役
職
員
自
ら
成
長
を
続
け
る

こ
と
を
通
じ
、
福
祉
技
術
向
上
を

図
り
、
利
用
児
者
の
心
か
ら
の
笑

顔
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
施
設
面
で
も
、
更
な
る
安
心
・

安
全
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、
う

え
の
園
・
清
明
あ
け
ぼ
の
学
園
の

大
規
模
改
修
に
着
工
い
た
し
ま
し

た
。
私
ど
も
の
掲
げ
る
理
念
の
実

現
に
向
け
て
、
確
実
な
歩
み
を
刻

む
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

 

さ
ら
に
今
年
度
の
大
分
県
福
祉

会
で
は
、
役
職
員
の
更
な
る
人
間

力
向
上
と
縦
横
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
実
現
に
向
け
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
に
お
け
る
自
己
評
価
制
度

の
導
入
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン

理
事
会
・
評
議
員
会 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会 

使
命
感
溢
れ
る
福
祉
の
実
現 
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タ
ー
「
ゆ
ず
り
は
」
の
開

設
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

ニ
ー
ズ
へ
の
取
り
組
み
、

利
用
児
者
の
安
全
性
や
利

便
性
向
上
を
目
的
と
す
る

施
設
の
改
築
に
向
け
た
取

り
組
み
、
ま
た
、
新
た
な

福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に

向
け
た
専
門
家
育
成
や
外
部
機
関

と
の
連
携
等
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
機
能
充
実
を
最
大
の
テ
ー

マ
と
し
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
本
会
各
施
設
が
求
め

ら
れ
る
機
能
を
備
え
、
人
材
育
成

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
数
多
く

の
専
門
家
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
が
、

利
用
児
者
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
、

そ
し
て
私
ど
も
へ
の
信
頼
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、

運
営
母
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人

大
分
県
福
祉
会
と
各
施
設
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
つ
つ
、
経
済
環

境
や
制
度
に
左
右
さ
れ
な
い
経
営

と
、
利
用
者
の
皆
様
の
喜
び
を
我

が
喜
び
と
す
る
、
使
命
感
溢
れ
る

福
祉
の
実
現
、
徹
底
し
た
情
報
公

開
に
重
点
を
置
い
た
運
営
を
実
現

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
今
後
益
々
の
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と

を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 



第７４号   （2）            福  祉  会  会  報                 平成２８年７月３１日 

 
一
緒
に
参
加
。
当
園
の
栄
養
士
が

「
ポ
リ
袋
で
作
る
非
常
食
」
と
題

し
て
、
水
や
調
理
器
具
が
制
限
さ

れ
た
中
で
簡
単
に
ご
飯
を
炊
く
レ

シ
ピ
を
紹
介
。
ポ
リ
袋
に
米
と
水

を
入
れ
、
空
気
を
な
る
べ
く
抜
い

て
結
ぶ
。
米
が
入
っ
た
袋
を
鍋
の

お
湯
に
沈
め
、
三
十
分
ほ
ど
で
出

来
上
が
り
。
試
食
で
は
、「
甘
く
て

お
い
し
く
炊
け
て
い
る
」「
米
を
洗

わ
な
く
て
も
食
べ
に
く
く
な
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
他
に
も

防
災
ビ
デ
オ
の
視
聴
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
の
講
習
等
を
行
っ
た
。 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
あ
っ

た
が
、
住
民
と
職
員
と
で
和
気
あ

い
あ
い
賑
や
か
な
カ
フ
ェ
と
な
っ

た
。
防
災
に
関
す
る
新
た
な
気
づ

き
や
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
今
後
も
地
域
と

連
携
を
図
り
、
協
働
し
て
い
く
取

笑
顔
に
な
り
、
友
達
と
楽
し
く
遊

ぶ
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

我
が
子
の
姿
を
見
な
が
ら
語
り
合

う
中
で
、
保
護
者
同
士
の
繋
が
り

も
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
。 

 

同
時
に
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

保
護
者
の
方
が
抱
え
る
悩
み
や
不

安
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
『
子
育

て
相
談
』
も
開
設
。
悩
み
や
不
安

は
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
保

護
者
の
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
機
関
と
も
連
携

を
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

清
明
あ

け
ぼ
の
学

園
で
は
、

地
域
の
聴

覚
障
が
い

児
を
対
象

に
し
た「
発

「
気
楽
な
防
災
し
て
み
ま
せ
ん

か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
三

月
十
九
日
（
土
）
、『
防
災
カ
フ
ェ
』

を
開
催
し
地
域
住
民
十
五
名
が
参

加
し
た
。
地
域
防
災
力
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
分
市

が
行
っ
て
い
る
「
防
災
士
養
成
事

業
」
に
よ
り
、
資
格
を
得
た
二
名

の
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
の
開
催

の
運
び
と
な
っ
た
。 

は
じ
め
は
、
各
家
庭
の
非
常
食

や
避
難
グ
ッ
ズ
等
の
情
報
交
換
を

し
た
り
実
物
を
見
た
り
し
て
防
災

の
基
本
で
あ
る
「
自
助
」
の
大
切

  

七
月
二
日
（
土
）
に
大
分
大
学

混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
レ
テ
ィ
ッ
ヒ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
年
中
児
、
年
長
児
ク

ラ
ス
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
。｢

宇

【
編
集
責
任
者
】 

阿
南 

奈
緒
美(

明
野
し
い
の
み
保
育
園) 

【
編
集
委
員
】 

津
守 

克
彦(

別
府
厚
生
館) 

東 

純
子 

（
ク
ロ
ー
バ
ー) 

岩
田 

颯
希(

森
の
木) 

安
部 

渚 
(

滝
尾
保
育
園) 

阿
部 

沙
織(

明
野
し
い
の
み
保
育
園) 

【
顧
問
】 

後
藤 

哲
臣(

事
務
局
長) 

（単位：円）

勘定科目 法人本部 別府厚生館 うえの園 清明あけぼの学園 森の木 滝尾保育園 明野しいのみ保育園 合計

流動資産 725,595 13,334,355 40,933,239 21,083,253 64,735,005 28,135,241 22,154,820 191,101,508

固定資産 3,221,060 105,383,675 128,556,753 83,629,107 441,791,855 172,926,668 159,435,399 1,094,944,517

資産の部合計 3,946,655 118,718,030 169,489,992 104,712,360 506,526,860 201,061,909 181,590,219 1,286,046,025

流動負債 950,130 1,186,870 4,009,134 1,237,036 8,631,304 6,229,358 6,468,439 28,712,271

固定負債 1,689,360 2,544,597 9,000,375 2,403,960 37,236,681 11,142,634 12,343,126 76,360,733

負債の部合計 2,639,490 3,731,467 13,009,509 3,640,996 45,867,985 17,371,992 18,811,565 105,073,004

基本金 23,798,445 0 0 0 0 19,557,000 30,312,000 73,667,445

国庫補助金等特別積立金 0 37,015,651 57,398,988 51,370,449 211,934,093 51,340,037 68,890,458 477,949,676

その他の積立金 0 51,000,000 45,527,491 23,717,960 92,450,000 66,898,066 39,055,000 318,648,517

次期繰越活動増減差額 △ 22,491,280 26,970,912 53,554,004 25,982,955 156,274,782 45,894,814 24,521,196 310,707,383

純資産の部合計 1,307,165 114,986,563 156,480,483 101,071,364 460,658,875 183,689,917 162,778,654 1,180,973,021

負債及び純資産の部合計 3,946,655 118,718,030 169,489,992 104,712,360 506,526,860 201,061,909 181,590,219 1,286,046,025

　　　　　　　　大分県福祉会事務局及び各施設においては、関係書類の閲覧に応じる用意があります。

貸　借　対　照　表 平成28年3月31日　　　　平成２７年度決算書

 

だ
。
団
員
と
タ
ッ
チ
し
た
り
握
手

し
た
り
、
動
作
が
少
し
ず
つ
増
え

て
い
く
手
遊
び
で
は
成
功
す
る
と

嬉
し
そ
う
に
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。
最
後
は
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
、

友
達
と
遊
ん
で
い
る
際
に
玩
具
の

取
り
合
い
で
喧
嘩
に
な
る
と
い
う

内
容
。
そ
の
中
で
、
譲
り
合
う
優

し
さ
、
ご
め
ん
ね
と
言
う
勇
気
、

あ
り
が
と
う
の
大
切
さ
を
子
ど
も

達
に
伝
え
て
く
れ
た
。 

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、「
ま
だ
見
た
か
っ
た
な
」

「
ま
た
来
て
ね
」
と
何
度
も
手
を

振
る
子
ど
も
達
だ
っ
た
。
間
近
で

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
触
れ
る
こ

編

集

委

員 

三
月
二
十
九
日
（
火
）
に
開
催

し
た
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、

（
株
）
セ
ン
ト
ラ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

の
協
力
の
下
、
こ
れ
ま
で
は
う
え

の
園
の
み
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、

今
年
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

清
明
あ
け
ぼ
の
学
園
と
合
同
で
行

 

滝
尾
保
育
園
で
は
、
五
月
よ
り

子
育
て
広
場
『
つ
ぼ
み
』が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
一
歳
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

て
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
交
流
を

深
め
た
り
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
公
園
や
子
ど
も
ル
ー
ム
が
近

く
に
な
い
、
我
が
子
と
同
じ
く
ら

い
の
年
齢
の
友
達
と
広
い
場
所

で
の
び
の
び
と
遊
ば
せ
た
い
と
い

う
保
護
者
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
泥
ん
こ
遊

び
な
ど
、
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い

集
団
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
初
め
は
、
緊
張
し
た
表
情

の
子
ど
も
達
だ
っ
た
が
、
徐
々
に

厚
生
館
は
、
築
三
十
年
以
上
経

ち
い
た
る
と
こ
ろ
で
修
繕
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
毎
日
利
用
し
て

い
る
浴
室
が
今
年
二
月
に
二
か
所

に
増
え
、
以
前
の
よ
う
に
待
ち
時

間
が
長
く
夜
遅
く
な
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
ゆ
っ
く
り
入
浴
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
利
用
者

が
退
所
し
た
部
屋
は
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
い
環
境
改
善
に
努
め
て
い

る
。そ
の
都
度
対
応
し
て
き
た
が
、

入
所
す
る
家
族
構
成
に
応
じ
た
部

屋
の
広
さ
や
、
間
仕
切
り
の
工
夫

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
求
め
ら
れ
る
機
能
や
生
活
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
・
工

夫
を
取
り
入
れ
た
案
を
基
に
、
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

さ
を
確
認

し
た
。
次
は

非
常
食
の

調
理
実
習

と
試
食
で
、

年
中
・
年

長
ク
ラ
ス

の
園
児
も

手遊び楽しいな♪ 

非常食作り 

森
の
木
で
は
外
部
の
講
師
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

合
気
道
は
毎
週
水
曜
日
に
大
分

合
気
道
会
の
渡
辺
和
郎
会
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
高
段
者
の
方
や
大

分
大
学
合
気
道
部
の
方
々
に
指
導

い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
回
楽
し
く

稽
古
を
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
会
長

は
「
子
ど
も
達
は
強
く
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
始
め
て
い
る
が
、

合
気
道
の
技
の
中
に
は
相
手
を
思

い
や
る
気

持
ち
も
あ

る
の
で
、

生

活

の

場
で
強
さ

や
優
し
さ

を
身
に
つ

け
て
欲
し
い
。
子
ど
も
達
に
は
合

気
道
を
通
じ
て
好
き
な
こ
と
を
楽

し
く
続
け
る
こ
と
、
頑
張
る
こ
と

の
大
切
さ
を
、
身
を
も
っ
て
学
ん

で
も
ら
い
た
い
。
沢
山
笑
っ
て
沢

山
汗
を
か
い
て
、
大
人
も
一
緒
に

楽
し
く
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い

る
。」
と
話
し
て
下
さ
っ
た
。 

 

書
道
は
、
隔
週
土
曜
日
に
池
辺

由
美
子
先
生
が
講
師
に
来
て
下

さ
っ
て
、
少
人
数
の
落
ち
着
い
た

空
間
で
書
道
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
自
分
の
名
前
や
好
き
な
文
字
、

漢
字
を
硬
筆
・
毛
筆
を
中
心
に
練

習
を
し
て
お
り
、
出
来
上
が
っ
た

作
品
を
飾
る
と
、
い
つ
も
満
足
げ

に
眺
め
て
い
る
。
池
辺
先
生
は
「
う

ち
こ
み
・
と
め
・
は
ね
な
ど
細
か

な
所
も
集
中
し
て
練
習
し
た
り
、

目
を
見
て
笑
顔
で
会
話
し
て
く
れ

た
り
す
る
と
と
て
も
嬉
し
い
。」
と

話
し
て
下
さ
っ
た
。 

 

親子で触れ合い遊び 

わ
れ
た
。
準
備
さ
れ
た
賞
や
景
品

を
目
指
し
て
、
少
し
で
も
良
い
成

績
を
出
そ
う
と
各
園
児
・
利
用
者

共
に
励
み
、
時
間
を
忘
れ
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
。（
株
）

セ
ン
ト
ラ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
皆
さ

ん
の
「
歓
迎
力
と
お
も
て
な
し
」

に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。 

現
在
、
大
分
県
立
聾
学
校
の
中
高

生
五
名
が
「
手
話
だ
け
で
な
く
、

口
話
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
か

ら
、
放
課
後
を
利
用
し
て
麻
生
敦

子
先
生
（
元
聾
学
校
教
諭
）
の
個

別
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
中
学

部
三
年
の
山
内
英
揮
さ
ん
は
小
学

部
か
ら
訓
練
を
受
け
て
い
る
が

「
訓
練
は
楽
し
い
。
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
が
嬉
し
い
。」と
話

し
て
い
る
。 

楽しく稽古中 

 

 

リフォーム後 

目指せストライク！ 

ウェハースやコップ、 

構音機管の表など 

訓練道具 

訓練の様子 

宙
戦
艦
ヤ
マ

ト｣

、
ド
ラ
え

も
ん
映
画
主

題
歌｢

ゆ
め

日
和｣

を
は

じ
め
と
す
る

ア
カ
ペ
ラ
の

合
唱
曲
を
披

露
し
て
く
れ

た
。
迫
力
と

美
し
い
歌
声

に
子
ど
も
達
は
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
時
に
は
リ
ズ
ム
に
体

を
揺
ら
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い

た
。
声
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の
美
し

い
音
楽
が
で
き
る
事
に
子
ど
も
達

は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
も
感
動
に
包

ま
れ
た
。
次
は
合
唱
団
と
の
交
流

組
を
し
て
い
き
た
い
。 

声
発
語
訓
練
」
を
盲
児
ろ
う
あ
児

専
門
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
。 

こ
の
訓
練
は
、
音
声
か
ら
の
言

葉
の
獲
得
が
難
し
い
聴
覚
障
が

い
児
が
舌
の
動
き
や
息
の
出
し

方
、
使
い
方
を
学
び
、
発
声
発
語

を
獲
得
し
て
い
く
訓
練
で
あ
る
。

滝尾保育園 

今
後
は
、

よ
り
幅
広

い
相
談
に

も
対
応
し

て
い
き
、
地

域
の
方
が

気
軽
に
来

ら
れ
る
よ

う
な
場
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。 

家族構成に応じた 

居室作りの実現 

 

別
府
厚
生
館 

と
が
で

き
、
子

ど
も
達

に
と
っ

て
と
て

も
良
い

経
験
と

な
っ
た
。 

 

話
す
喜
び
を
― 

発
声
発
語
訓
練 

清
明
あ
け
ぼ
の
学
園 

  

お
も
て
な
し
に
感
謝 

合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

う
え
の
園 

児
童
養
護
施
設 

森
の
木 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RimU1iNodXFi8A9zuU3uV7/SIG=13d3clpa7/EXP=1468565474/**http:/4.bp.blogspot.com/-FmEfarbWCgw/VRUSWarMULI/AAAAAAAAspk/iq9cJvrzKWM/s800/tatami.png

